
供用延長（㎞）

走行トンキロ

高規格幹線道路（11,068㎞）

うち、
東名・
名神など※

829㎞7%

高規格幹線道路全体の貨物輸送
（177百万トンキロ/日）

うち、
東名・名神など※
の利用を含む輸送

85百万トンキロ/日48%（百万トンキロ/日）

出典：道路分科会第17回事業評価部会資料より抜粋

※新東名・新名神・伊勢湾岸道・東名阪道を含む
平成27年一般交通量調査及び自動車起終点調査より集計

新東名６車線化完成による効果①

新たな物流システムの取組みを支援

○3大都市圏をつなぐ東名・新東名・名神・新名神は、高規格幹線道路全体の
貨物輸送の半数を担っています。

○また、物流業界はドライバー不足が進んでおり、トラック輸送の効率化を図ること
が急務となっています。

○新東名の6車線整備により、「ダブル連結トラック」などに向けたインフラ環境整備
に寄与することができ、物流の効率化による生産性向上が期待できます。

■物流業界を取り巻く環境

●ダブル連結トラック

１台で２台分を輸送が可能

14%

19%

18%

21%

25%

21%

39%

39%

40%

42%

45%

46%

0% 20% 40% 60% 80%

2014年

2015年

2016年

2017年

2018年

2019年

不足 やや不足

＜トラックドライバーが不足していると感じている企業割合＞

出典：全日本トラック協会「トラック輸送業界の景況感」
※各年の第2四半期（7月～9月）

５年でドライバー不足が14ポイント増加

53％

58％

58％

63％

70％

67％

片側2車線区間は、割り込みが多く

走行しにくかったですが、3車線区間は、

走行できる車線数が増えたこと

で第2走行車線、

追越車線を走行できる

ため、急な割り込み

や追い越しがなく

安全に走行できます。

●トラック隊列走行

先頭車両と後続車両を電子的
に連結することで隊列を形成

トラック運転手

物流企業、トラック運転手へのヒアリング調査（2020年4月）

■ダブル連結トラック、トラック隊列走行を見据えた環境整備

交通量データ：2019年10月の平日12時間（7時～19時）の断面交通量（台風19号影響日を除外）より集計
2車線区間：森掛川IC～遠州森町SIC（上り線）、 3車線区間：遠州森町SIC～浜松浜北IC （上り線）

速度差のある車両が分散されることにより、円滑な走行が図られます

＜高規格幹線道路の延長・貨物輸送状況＞

大型車（低速車）と普通車（高速車）
の混在が多い

片側2車線区間 片側3車線区間

トラック隊列走行

第１走行車線

追越車線

追越車線

第１走行車線

第２走行車線

101km/h

33％

84km/h

59％

79km/h

71％

91km/h

48％

107km/h

25％

＜小型＞
第２・追越車線へ分散

＜小型＞
第２・追越車線へ分散

車線別平均速度(km/h)
大型車混入率(%)

大型車混入率
+12ポイント増加
大型車混入率

+12ポイント増加

大型車（低速車）と普通車（高速車）
の混在が少ない

トラック隊列走行

ダブル連結トラック
ダブル連結トラック

1

- 3 -



新東名６車線化完成による効果②

通行止め、災害時などの安定的な交通の確保

○東名の災害時、東名から新東名へ車両が迂回したことにより、片側2車線区間の
新東名は渋滞が発生し、交通機能が低下しました。

○新東名の片側3車線整備により、東名の災害などの通行止め時、新東名へ迂回
することにより、さらなるダブルネットワーク機能強化が図られ、信頼性が向上します。

高波による東名（清水JCT～富士IC ）通行止め時の新東名（下り線）の交通状況

■新東名の片側3車線整備による迂回ルートの強化（東名 通行止め時）

新清水IC

新清水JCT

清水いはらIC

清水JCT

富士IC

新富士IC

富士川SIC
交 通 量
集計断面
(下り線)

至

名
古
屋

至

東
京

高波発生による東名（由比地区）の通行止め状況（過去5年）

高波時の状況（東名）

東名の迂回交通を含めても、
円滑に走行が可能

・東名の由比地区（清水ＩＣ～富士ＩＣ）は、
駿河湾に面し高波の影響を受けやすい
・下り線は、上り線より海側に近いため、高波に
よる交通規制が多い地区である

東名の迂回交通を含めて交通容量を超過し、
渋滞発生（31km）

新東名：片側２車線（下り線） 新東名：片側３車線（下り線）

通行止回数 通行止時間

上り線 ３回／５年
（0.6回/年）

約90時間/5年
（18時間/年）

下り線 ７回／５年
(1.4回/年)

約210時間/5年
（42時間/年）

事例

駿河湾

東名
からの
迂回

東名
からの
迂回

新東名
より

新東名
より

E52

新東名（下り線：新清水IC～御殿場JCT)
最大渋滞：31km(2017年10月:台風23号)

2017年10月台風23号接近時の新東名（下り線：新清水JCT～新清水IC）の交通量

東名（由比地区）

東京方面

名古屋方面

東海道本線

国道1号

東名(上り)

東名(下り)

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

16 18 20 22 0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 0 2

※1

交通量（台/時）

※2：当該区間の過去実績より算定（時）
10/22 10/23 10/24

新東名 渋滞発生（10/23 11時）
最大渋滞長：31km、渋滞時間：14h

東名（下り線：富士IC～清水JCT） 通行止め （10/22 19時～10/24 20時：49時間）

東名 通行止め時
新東名に3.1万台/49ｈが転換

普段、渋滞が
発生しない
交通量

渋滞が
発生しない
交通量

渋滞が発生し
やすい交通量

片側２車線 片側３車線

２⇒

３
車
線

※2

※1：2017年10月22日（日）～24日（火）の時間交通量
（東名 通行止め時：高波）
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新東名６車線化完成による効果③

東名リニューアル工事時の代替路機能の強化

○東名は、全線開通から50年以上が経過し、老朽化が進んでいます。これからも、
安全で安心・快適にご利用いただくため、順次リニューアル工事を実施しています。

○リニューアル工事を実施する際は、対面通行の交通規制を長期に渡っておこなう
必要があります。

○東名の迂回路となる新東名へ一部交通が転換するため、車線数を増やすことに
より、工事期間中における新東名への迂回機能を強化します。

■東名リニューアル工事実施期間における安定した交通路の確保

■東名リニューアル工事の交通状況

新東名（下り線：新清水JCT～新清水IC）の交通量（平日）

整 備 後整 備 前

新東名高速道路

リニューアル工事（対面通行） リニューアル工事（対面通行）

新東名・
東名で

３車線

片側２車線

東名高速道路

片側１車線

（対面通行）

新東名高速道路

新東名・
東名で

４車線

片側３車線

東名高速道路
片側１車線

（対面通行）

12

97

2

5

0

40

80

120

2018年 2019年

工事 その他

新清水
JCT

清水JCT

富士IC

新富士IC

裾野IC

御殿場
JCT

至 東京

新清水IC

東名リニューアル工事に伴い、
新東名に一部交通が転換

至
名
古
屋

東名(裾野IC～清水JCT)
5km以上の渋滞回数（9～11月比較）

E1

E1A

東名リニューアル
工事に伴い、

新東名に一部の
交通が転換

E52

中
部
横
断
自
動
車
道

駿河湾

(回数)

102回

14回

(ﾘﾆｭｰｱﾙ工事なし) (ﾘﾆｭｰｱﾙ工事あり)

下り線

東名リニューアル工事に伴い

工事渋滞が増加

東名リニューアル
工事に伴い、
新東名に一部
交通が転換

東名(裾野IC～清水JCT)リニューアル工事
規制期間：2019年9月9日～12月20日

東名 リニューアル工事（対面通行の状況）

片側３車線

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

7 9 11 13 15 17 19 21 23

※1

夕方（工事期間中）の
交通量が増え渋滞発生

（時）

普段、渋滞が
発生しない
交通量

渋滞が
発生しない
交通量

渋滞が発生し
やすい交通量

片側３車線

交通量（台/時）

※2：当該区間の過去実績より算定

片側２車線

２⇒

３
車
線

※2

※1：2019年10月～11月 時間交通量（平日）
（東名リニューアル工事実施期）
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今回の６車線化一部完成による効果

交通集中による渋滞の解消

○新東名の開通以降、下り線の新清水JCT～長泉沼津IC間において、交通混雑
期を中心に渋滞が発生しています。

〇下り線の新清水JCT～長泉沼津IC間が先行的に片側3車線化することで、当該
区間の渋滞解消が期待されます。

片側２車線から片側３車線への先行完成により、交通容量が増加し、
渋滞の解消が期待され、快適な交通機能を確保

■新東名（浜松いなさJCT～御殿場JCT） 交通集中渋滞の発生回数

合計
31回

52回

長
泉
沼
津IC

上り

新
富
士IC

新
清
水IC

新
静
岡IC

藤
枝
岡
部IC

島
田
金
谷IC

森
掛
川IC

浜
松
浜
北IC

新
清
水J

C
T

駿
河
湾

沼
津S

IC

静
岡S

A
S
IC

浜
松S

A
S
IC

(回数)

御
殿
場
Ｊ

浜
松
い
な
さ
Ｊ

遠
州
森
町S

IC

【上り線：5km以上の交通集中 渋滞回数：2018年】

【下り線：5km以上の交通集中 渋滞回数：2018年】

10

20

30

0

10

20

30

0

(回数)

下り

【凡例】 6車線整備区間の完成予定年月

：工事中区間

：2020年7月完成区間（予定）

藤枝岡部IC～長泉沼津IC間
下り線約72㎞の片側3車線が完成

■新東名（下り線）の先行整備区間の主要渋滞箇所

清水IC

出典：地理院タイル（色別標高図）に高速道路を追記して掲載、海域部は海上保安庁海洋情報部の資料を使用

富士川トンネル
渋滞

新富士川橋 上り坂渋滞

御殿場JCT

新富士IC

富士IC

富士川SIC

新清水JCT

清水JCT

駿河湾
沼津SIC

愛鷹SIC

新清水IC

新東名（下り線） 今回整備区間（片側3車線）

駿河湾

小河内トンネル
渋滞

清地トンネル
渋滞

和田島トンネル
渋滞

中
部
横
断

E52

自
動
車
道

藤枝岡部IC 長泉沼津IC

長泉沼津IC

沼津IC

清水IC

駒門SIC

裾野IC

清水いはらIC
新静岡IC
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お客さまのご意見

○新東名は、安全性、走行信頼性、情報提供、各種施設の全ての項目において、
東名や管内平均値を上回る評価をいただいており、快適にご利用いただいており
ます。

○新東名の片側3車線区間は、片側2車線区間に比べ、走行車線の選択肢が
増え、走行しやすくなったなどの声をいただいており、走行性の向上が発現してい
ます。

■高速道路を対象とした顧客満足度調査（2018年度調査）

3.0

3.2

3.4

3.6

3.8

4.0

安全性

走行信頼性

情報関連料金施設

休憩施設

新東名

東名

中日本管内

【評価内容】
○安全性：乗り心地（でこぼこ）、雨天時の走りやすさ、カーブや下り坂 など
○走行信頼性：気象・工事による通行止・交通規制、渋滞対策 など
○情報関連：情報提供の正確さ、標識の分かりやすさ など
○料金施設：案内広報、ETCレーンの分かりやすさ など
○休憩施設：駐車マス、トイレ、施設誘導 など
【５段階評価】 ５：満足、４：やや満足、３：どちらでもない、２：やや不満、１：不満

出典：NEXCO調査

79%

21%

0%

17%

41%

34%

36%

37%

19%

9%

2%

3%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

片側２車線区間は、トラックに前

を塞がれると追い越しができないた

め、定時に到着するか不安があり

ます。片側３車線整備により、車線

の選択肢が増えるため、走行しや

すくなります。
高速バス
運転手

片側2車線、3車線区間の印象

n=697

約5割(51%)の方が快適に走行と回答

約8割(77%)の方が快適に走行と回答

n=33

トラックが追越車線（片側2

車線）を走っているときは、希

望速度で走行できない。片側３

車線化整備によって車線の選

択肢が増えるので、走りやす

くなります。
40代男性

埼玉県在住

出典：WEBアンケート（2020年2月実施）

快適 やや快適 どちらでもない あまり快適でない 快適でない

走行しやすい

どちらでもない

走行しにくい

伊勢への旅行では、東名から新

東名へルート変更しました。新東

名は、車線数が多いため、車線変

更に気を使いますが、車線が多

いほうが走行しやすいです。
30代女性

千葉県在住

片側３車線

■お客さまからのご意見

高速バス運転手の片側3車線の印象

片側２車線
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